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1．	はじめに

2013年 1月以降に契約する原油タンカーについて，タン
クの底板および上板に塗装あるいは耐食鋼のいずれかを適
用するよう，SOLAS（The International Convention for the 

Safety of Life at Sea）条約が改正された 1）。JFEスチールでは，
これに対応すべく底板用タンカー耐食鋼を開発し，日本海
事協会の型
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底板用タンカー耐食鋼 JFE-SIP®-OT1
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のスペックを満足している。
板厚 40 mmの耐食鋼を用いて溶接継手を作製し，母材の

溶接性を調査した。表 3は，溶接継手の機械的特性を示す。
いずれも DH36のスペックを満たしている。表 4は y形溶
接割れ試験の結果を示す。試験体温度 5℃において割れの発
生は一切認められなかった。以上より，底板用タンカー耐
食鋼は従来鋼と同等の溶接性を有しているといえる。

4．	実船への適用例

実船環境におけるJFE-SIP®-OT1の耐食性を調査するため，
3隻の原油タンカーに試験適用しており，ドックごとにその
腐食状況の調査を行なっている。適用船は，AFRA（Average 

Freight Rate Assessment）Maxが 1隻（2007年 11月竣工），
VLCCが 2隻（2008年 11月竣工，2009年 4月竣工）である。

AFRA Maxについては 5年目の調査が完了しており，JFE-

SIP®-OT1を適用した 8タンクにおいて，深さ 4 mm超
7 mm以下の孔食の 1タンク当たりの平均発生個数は 1個未
満であった。従来鋼を用いた VLCCでは，深さ 4 mm超の
孔食の総発生数は 100～1 000程度であり 2），JFE-SIP®-OT1

を底板に適用することにより，深さ 4 mm超の孔食の発生が
抑制されることが実船でも確認できた。

5．	おわりに

以上のように，JFE-SIP®-OT1は，原油タンクの底板に発

生する深い孔食を抑制する耐食性と，従来鋼と同等の機械
的特性おに
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